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菌 核 菌 一 名 白 絹 病 菌(sclerotium

RolfsiiSAcc.)に 就 い て

第 四 報

菌 核 の 大 小,形 状 とStrainと の 關 係

中 田覚 五 郎

(昭和二年一月二十五日受領)

1.緒 言

著者は前報 に於 て菌核菌を嫌触現象によりて分化 したり。鼓には共の分化に基き本菌の形

態 を観察し以てStrainの 性質を明かにせんとせ り。 然れども形態とは云ひ本菌の胞子型は

巳に述べたるが如 く僅かに二三のStrainに 於てのみ観察し得,而 も其の形成も極めて稀有

なるが故に,著 者は単に最 も普通 に形成せ られ叉普遍なる菌核につきて其の形態を観察する

こととせり。

從來本菌は として認め られ未だ廣 く胞子 を稜見 し得 ざるを以て,翠 に菌核

の大小,形状 に基 きて記載せられ,且 つ其の記載 を本菌鑑識の標徴 としたり。 之れを多激の

他のSterileformの 菌核菌に見 るに,夫 等は假令胞子 を欠除するも夫々特定せる寄主を有 し,

又分布は極限ぜる傾あるを以て寧ろ簡単 なる菌核の記載を以てしてもよく相互に匹別 し得て

混同する恐れ少 し。然れども本菌の寄主は已に42科126種 の植物に亘 り,叉 分布は廣 く世

界に普きを以て從來他の菌 と混同したる例極 めて多 し。加之本菌の菌核は共の性質が常に一

定せざるものS如 く,之れ を大 さに就て見るに,原 命者SAccARDOは 其の菌核の径 を0.5-0.8

mm・ となし,SMITHは1.2-・1.3×O.8-O.9mm.次 でPELTIERはO.8-3.0mm.,而 して澤田結

はO.o「-4.0×α5-1.8mm,と せ りo

以上につきTAUBENHAusは 菌核の大小が寄主の種類によりて影響ぜらるべきものなること

に注 目し,叉PELTIERも 通常寄主植物上にては其の大さは已述の如 く0.8-3.0mm.な るに拘

らす馬鈴薯培養基上にては約5.0mm.な るに注意 し,菌 核の大小が甚しく榮養に關係ある

ことに想到せ り。尚 澤田は久 しく菌核を観察して其の大小は外囲 の乾湿 によるとな し・多漁

Sterile fungus



 bertiana

なるときは大に,乾 燥せるときには小なることを認めた り。

更 に菌核の形状 も亦種々なる外囲の影響によりて変化するものN如 く,TAUBENHAusは 甜

橙に接種 した る結果 よりして酸の多きときには共の形は不正形 となり寧ろ

の夫に類似することを示し,叉 澤田は榮養少きときは球形に,榮 養大 なるときには

不正形 をとるを観察せり。

か く菌核の大小,形 獣 は外團の影響によりて甚し く変化するに於ては,從 來本菌の唯一の

標徴とせる菌核の大小,形状 は極 めて不安定な りと云 はざるべか らす。茲 に於て著者は先づ

菌核の大小,形状 と外囲の状況 とを考査 し,而 して後各Strainに つき菌核の大小,形1伏 を究

め以てStrainの 特質を明かにせんとせ り。

 Sclerotinia Li-

2.材 料 及 實 験 方 法

此の實験に供せ し菌核菌は日本本土産29,朝 鮮産2,毫 潤産1,北 米産9,瓜 畦産2,比 律

賓産4,西 印度産1,南 米産1,に して総計49originと す。其の寄主,採集 地,採 集者及採集

日は第 一報に於て巳に之れを述べた り。

供試培養基は主として麹汁寒天 及CZAPEK寒天 の培養基にして,菌 核の形状,大 小の特質

を夫々発現 せしめんがためには麹汁寒天 培養基を以て最適 とす。然れ ども此の培養基は性質

不安定にして調製毎に容易に其の成分を異にし且つ反応 を変じ易き恐れあるが故に,常 に同

一試験には同一の培養基を用びざるぺか らざるの不便あ り。之れがために長時日に亘る実験

或は實験中屡々培養基を補給するの要ある実験 にありては調合培養基たるCZAPEK寒天 培養

基を用ふることLせ り。此培養基は用量を一定せば調製毎に殆んど同一成分及反応 を保 つこ

とを得るの便あり。

菌核の大 さを測定するには菌核の乾燥せざるに先だち,褐 色或は濃褐色の菌核を選びて豫

め"ワ ゼ リン"を 添付せるSlideglassに 順次に固着せ しむ。かNる ものを顯微鏡の下に於

て によりて測定せ り。菌核は概 して其の形獣は球形なるも叉多少階圓

形叉不正圓形なるものあ り。か 、るものは凡て除去すること瓦ぜ り。而 して其の測定に要せ

し個激は100乃 至200に 及び樹数 の取 り扱ひに就ては主としてLARUEの とれ る方法に準

擦せり。伺菌核は生長期によりて其の大 さを異にするものなり。然 るに本菌の菌核は生長の

初期に於ては凡て白色或は淡色なるも,完 熟するに至れば褐色或は濃褐色に変す。故に菌核

の色を考慮すれば殆んど完熟したるものLみ を採試 し得 るの便 あり。'

Sliding micro-vernier



3.菌 核 の形状 と菌 核菌 のStrainと の關係

菌 核の形状は外囲 の状況 により影響せらるるならんとは已に之れを述べた り。然 るに廣 く

菌核菌の各Strainに つきて見るに,其 の形状 は多少外囲の状況 によりて影響せらるSと は云

ひ自らStrainに 特定せる性質なるが如 く観察せらる。 之れがために著者は茲に菌核の形状

に影響すべき各種の因子につきて研究し。進んでは共の形状が特定せるや否を確め,更 に最

もよく其の形状 の特性を発現 し得べき状況 を検出 し,以 て共の状況 の下に形成せ られたる菌

核につき形朕 を究 むるところありたり。

α)InocuIUtPの形状 と菌核の形状

著者は最 も不正形 を現はすべき菌38號(StrainXXV)と 比較的に球形をとる菌31號

(StrainXVIII)の 二Strainを 選びて各より任意に一個の菌核をとりてinoculumと なし,之

れをCZAPEK寒天 に培養 し後出來た る菌核につき不正形及正形の二種に区 別し,之 れを各

inoculu・nとして更にCZAPEK寒 天に扁平培養し,こSに形成 せ られた る菌核につき不正形を

摘出 し,以 て総数 に対する比(%)を 計算せ り,即 ち次の如 し。

Strain菌 號

XXV38

XVIII 3Z

inoculum

第 一 同

総 数 と不 正形 との比(%)

83.9

86.5

0

0

第 二 同

総 数 と不正 形 との比(%)

92.1
91.1

0
0

平均 88.0

88.6

0

0

之れ を見 るにinoculumの形状 は菌 核の形状 には全 く關係 なき ことを知 るを得べ し。

b)InoculUlnの 大 小 と菌核の形状 .

著 者 は菌 核の大小の差の最 も著 しき菌38號(Strainxxv)を 選 び,之 より任意 に一個の

り

菌核をとりてinoculumと なし,之 れをCZAPEK寒 天 に扁平培養せり。尚 菌核の大小の差の

比較的少き菌3L號(StrainXVIII)に つきて も同様にCZAPEK寒天 に扁平 培養ぜ り。

か くするときには数 日にして何れ も多数 の菌核を生するを以て,比 菌核につき最大,中庸 及

最小の三種 を選び,更 に之れをCZAPEK寒天 に扁平培養 し出來たる菌核につき不正形の もの

を摘出し,以 て総数 に対する 比を算出せ り。即ち次の如し。

第 一 回

Strain菌 髪虎inOCUlum

XXV

XVIII

総 数 と不正 形
との比(%)

83.3

88.7
79.1

0

0
0

第 二 同

inoculum

最 大(3.7×3。5)mm

中 庸(1.8×1.8》

最tJ、(0●7×0●7)

最 大(L4×1。3)

中 庸(1.1×1.0)

最iJ、(0。7×0.7)

総数 と不正 形
との 比(%)

89.6

92.8
go.3

0
0

0

平均

86.4

90.7

84。7

Ol
O
O



之れによるにinoculumの 大小は菌核の形状には影響なきものと見 るを得べし。

の 培養基の種類 と菌核の形状

菌核の形1伏に影響すべきものの中最 も著しきものは培養基の種類な りと考へらる。著者は

之れがために種 々に榮養 を異にする培養基を作れり。即ち生物給源の培養基としては麹汁寒

天,醤 油寒天,茱 豆煎汁寒天,馬 鈴薯寒天及肉汁寒天培養基を,叉 化學合成の培養基としては

Thornton寒 天,Czapek寒 天及含甘蔗糖 寒天等を作 り,之れに菌6.7.26.27及38號 の四

Strainの 菌 を培養して出來たる菌核 につき其の形状 を調査 せり。共の結果は次の如 し。但し

数は各菌 核の総数 に対する不正形菌核の比(%)を 示すもの とす。

Strain

培養基 ＼ 菌號

麹 汁 寒 天

醤 油 寒 天

楽 豆煎 汁 寒天

肉 汁 寒 天

馬 鈴 薯 寒 天

ThOrntOn寒 天

Czapek寒 天

含甘蔗 糖 寒天

II

　
617

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

XI1

26

8.0

7.7

4.3

0

0

0

0

8.0

XIV

27

5.4

4.5

0

0

0

0

0

6.1

XXV

38

68.4

25。9

25.6

12.0

4.0

9.1

11.2

43.2

之れを克るに菌核菌の菌核の形}伏は培養基の種類,換 言すれば榮養によりて甚しく影響ぜ

らるSも のな り。仮 令ぱ菌26,27,及38號 は何れも麹汁寒天 にあ りては典の菌核は多少不

正形なるに拘 らす馬鈴薯寒天にありては殆んど正形即ち球形 をとるに至る。叉軍に菌38號

につきて見るに,麹 汁寒天にあ りでは過半数の菌核は不正形なるも馬鈴薯寒天 にあ りては僅

かに総菌核の4%が 不正形なるに過ぎす。寧ろ培養基の鍾類は菌核の形状を決定するかの如

き観あり。然 りと錐 も以上の各菌につきよく其の変化 の推移を観察するに,假 令培養基によ

りて菌核の形状は甚しく変ぜ らるSも のとは云ひ,各Strain夫 々特定せる形状 を有し,Strain

IIの 菌は始終球形をとり,又Strainxxvの 菌は常に不正形を維持 するを認む。故に菌核の

形状 は培養基によりて甚しく影響せ らるNを 認むるも,尚 各Strainに 特定せ る性質た るこ

とを認むるを得。

今以上の培養基を通覧するに,菌 核の形状 の特性は麹汗寒天に於て著 しく発現せられ,又

'各St
rain相 互の差異も麹汗寒天に於て最 も顯著なるを認む。

の 培養基の濃度と菌核の形状

以上の如 くにして本菌の菌核の形1伏は麹汁寒天 に於て最 も顯著なるを知れ り。著者は更に



麹 汁寒天 の濃 度につ きて研究 し榮養 の多少 と菌核の形状,進 んで は何れの濃度 が菌 核の形状

を最 もよく発現 し得 るや を知 らん とせ り。 それがた めに先づ規定の麹汁寒天 を調製 し,之 れ

を5倍10倍,20倍,40倍 及80倍,換 言 すれば 麹汁寒天培養基 の100%,20%,10%,5%

%%,L£5%の 六 強の培養基 を作 り,之 れ に菌7,8,26,27,28,35,45,48(M1)號 等2)7

Strainの 菌 より夫々-・ 個 の菌 核 をと りてinoculumと な し,之 れ を扁平 培 養 し出 來た る菌 核

につ きて共 の形状 を調査 せ り。即 ち次 の如 し。但 し数字 は菌 核の総数 に対する 不正形 の菌 核

の比(%)を 示 す。

Strain

II

XIII

XIV

XV

XXII

XXXI

XXXIV

菌 號
培 養基 の 濃 度

・塑 」2・(%)i・ ・(%)15(%)i2・ ・(%)li・2・r(%)

40.3

37.5

14.0

14.9

35.0

50。0

17。0

100.0

10.0

9.0

3.4

12.5

30.0

360

12.0

100.0

0

0

0

4。5

13.0

27。7

7。1

100.0

0

0

0

0

7.7

26。8

0

100.0

0

0

0

0

0

0

0

100.0

0

0

0

0

0

0

0

16.6

之れを見るに菌核の形状は培養基の濃度即ち榮養によりて甚しく差異あり。而 して菌核は

培養基の稀釈せらるSに 從ひ即ち榮養の減するに從ぴ次第に球形 をとる傾ありて,1,25%の

麹汁寒天 培養基にありては殆んど凡ての菌 は球形をとる。然 りと錐之れを各菌につきて見る

に,假 令菌 核の形状は培養基の濃度によりて著しく差 ありとは云ひ,共 の特性 は培養基の各

濃度 を通 じて關係的に認むるを得べ く,即 ち菌核の形状は各Strainに 特有のものなること

を認むるを得べし。

以上の濃度 の内各菌が菌核の形状 を比較的よく発現 し及相互の差異を明かにし得 るものは

100%.次 で20%,の 麹汁寒天培養基なりとす。

の 培養基の反応 と菌核の形状

培養基の種類及濃度が菌核の形状 に影響あることは己に之れを知れり。著者は更に培養基

の主なる性質た る反応につき菌 核の形状 に及ぼす影響 を究め,進 んでは如何なる反鷹が最 も

よく菌核菌の特 質を発現せしむべきやを知 らんとせ り。

之れがために前述の結果に基き規定の麹汁寒天 を選び之れに下の如 く培養基100c.cに対

してNIHCI及N/ligaOH液 を夫々加へて所要の反応 を有する培養基を作れ り。



か くして作 りた る培養 基に菌21,26,27.・38,41,42,號 の5Strainを 接 極 し,之 れ を30。

Cに 保 ちて菌糸 の発育 及菌 核の成生 を観 察せ り。即 ち次 の如 し。

(一)菌糸 の発育

(二)菌 核の成生

之れによるに本菌は各Strainを 通 じ培養基の反応 がPH5.4な るときに菌糸発育 盛に

且つ菌核の成生の豊富なるを知れ り。更に菌核の形状 を検するに次の如し。但し数字は菌核

の総数に樹する不正形菌核の比(%)を 示す。



之れを見 るに菌核の形状は培養基の反応 によりて差あ り。即 ち培養基の反応 がrll5.4の

時には各Strainの 菌 核の形状 は不正形に傾き,此反応 を遠ざか るに從ひて次第に球形に傾

く。而 してStrainXXVIIIの 菌のみは終始 球形をとる。 か く菌核の形状は培養基の反応 に

よ りて変化せらるsと は云ひ,各Strainを 通覧すれば其の形状 は關係的に各Sもrainに 特有

のものたるを窺ふを得べし。而 して此特質は培養基の反応が約PH5.4の 時に最 も明かに獲

現するを認めたり。

の 温度と菌核の形状。

温度が菌核の形状 に影響あるべしとの豫測は天然に於て之れを概察するを得べし。著者は

之れがために下記の12S七rainの 菌 を規定の麹汁寒天に扁平培養し・之れを25。C・30。C・35。C

の定温器に納めて菌核の成生を待ち,後 其の形状 を調査せ り。 其の結果下の如し。但し共の

激字は菌核の総数 に対する 不正形菌核の比(%)を 示す。

之れを見るに菌核菌ば通 じて30・Cに 於 ご著し く不正形に,次 で25。C,而 して35・Cに 至

りては殆んど球形 をとる傾あり。然れども菌31,34號 にありては共の菌核の形状 は温度に

よりては全 く影響せ らるる ことなきが如 く常に球形をとる。此等を本菌の最適温度32ecに

徴 すれば,本 菌の各Strainは 最適温度に於て正常の形を現はし・之れより遠 ざかるに從 ふて

次第に抑制せられ遂には球 形をとるものと見 らる.即 ち30℃ に於ては比較的正常に夫々の



特性を現はすものと見 るを得ぺし。か く菌核の形状 は温度によりて影響せ らるLも,關 係的

に考察するときにはStrainに 特定のものた ることを認むるを得べ し。

の 菌核の形状 と菌核菌のStrain

以上により著者は菌核の形状が假令種々の外囲の状況 によりて影響せ らるべきものなりと

は云ひ,共の性質は各Strainに 特定のものなることを知れ り。尚菌核の形舩に影響 すべき種

々の状態 中,最 もよ く其の特性 を発現 し得べき状態 を選牢するを得た り。

鼓に於て著者は此等に基き,培 養基としては麹汁寒天培養基の100%及20%の 二種 を用

ひ,之 れをPH5.4と なし,之 れに供試菌490riginの 菌,即 ち35Strainを培養 して30。C

に保 ち,菌 核の成生せるを待ちて其 の形状 を調査せ り。即ち次の如 し。但し共め数は菌核の

総数に劃する不正形菌核の比(%)を 示せり。
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29 

30 
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100.0 

90.0 

50.0 

53.3

  0 

15.0 

10.0 

17.0 

  0 

  0 

100.0 
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do 

U.S.A. 
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Formosa

4.菌 核 の 大 小 とStrainと の 關 係

菌核の大小は外囲 の状況 によ りて著 しく影響せらるべきものならん とは已に述べた るが如

し。若 し菌核 の大小が菌に特定のものならざりせば,之 れに基ける從來の鑑別は自ら不確定

なるを冤れざるべ し。然れ ども著者の蒐集せし多数の菌核菌を通覧するに自ら特定せるやの

親あり。之れにより著者は先づ菌核の大 小に影響すべき原因を究め,更 に菌核の大小が菌に

特定せるものなるや否を確め,荷 進んでは共の特性を最 もよく発現 すべき状態 を槍出し,其

の状態 の下に各菌を培養 し以て形成せ られたる菌核につき大小を究むるところあ りた り。

α)Inoculumの 大小と菌核の大小

先づ之れがために著者は菌核の大小に不同ある菌2ユ,26.27.31號 の四Strainを 選び,

此等 より任意 に各一個づつ菌核をとりてinoculumと なし,之 れをCZAPEK寒天 に培養 して

多激の菌核を求 め,之 の ものにつき夫 々最大及最小の菌核 を選で し,更 に之れをinoculumと

してCZAPEK寒天 に扁平培養 し,斯 くして出來たる菌核の大 さを測定 した り。 卸 ち次の如

し。



今以上 につ き菌 核の平均 大 さ(M)の 差 と夫 れのprobableerror(E)に よ りて考察 するに次

の如 し。

之れ を見るに最小のinoculumよ りの菌核 の平均 の大さと最大よりの夫れとの差(M.d迂)

は何れの場合に於てもprobableerror(E.dif.)の 五倍より小なb。 即ち最小のinOGulumよ

りの菌核の午均の大さと最大よりの夫れとの差は誤差 として認むべき範囲内の数 にして特種

の意味 を有するものにあらす。換言すればinoculumの 大小 は之より生する菌核の大 さには

全 く影響なき ものと認むるを得べ し。

の 培養基の種類と菌核の大小

著者は先づ以下の6毬 の培養基を選び之に菌25.27Utの 二Strainの 菌 を扁平培養して

出來たる菌核につき共の大 さを各別に測定せ り。但しinoculumと して用ぴし菌核は豫め同

一状況 の下にて菓豆煎汁寒天 に培養 したるものより任意に各一個 を釣菌 した るものな り
。

＼. Strain

培養基＼ 解

醤 油 寒 天(A)

馬 鈴 薯 寒 天(B)

Thornton寒 天(C)

含 甘蔗糖 寒天(D)

麹 汁 寒 天(E)

肉 汁 寒 天(F)

XIII

26

(M)mnl

0●910±0.037

1●018±OgO38

0.965±0.043
の
1●053±0.053

1・524±0。044

0●816±=0。050

XIV

27

(M'mm

1●145±0029

1・015±0・022

0.756±0.037

1●045±0.028

1。375±0.063

0●744±0.031



今茲 に麹汁寒天上に於ける菌核の大 さ(M)と 他の培養基上 に於 ける菌核の大さ(M)と

を比較すれば次の如 し。

之れを見 るに菌核の大 さの差(Mdif.)はprobableerror(Edif.)の 五倍を超過す。 即ち

誤差の範囲 と見るべからすして培養基の影響 を示すものな りとす。而 して其の影響の度は培

養基の種類によりて異 り,又 菌の種類によりて も差あり。即ち麹汁寒天 上の菌核は其の大 さ

最 も大 に,肉 滑寒天 上の ものは最 も小な り。叉菌27號 は 菌26號 に比 して菌核の大小の

差は殊に著しき傾 を有す。之れを換言すれば,肉 汁寒天は菌核の大さを制限する力大 に,麹

汁寒天は其の力最 も躬 くして各菌をして菌核の特性 を十分発現 せしむるものと考へらる。街

菌27號 は各種の培養基に野して感受性強きものと解訳 するを得べし。

か く菌核の大 さは培養基の種類によりて変化 せ らるSも,共 の大 さはStrainに 特定のも

のな りや否。 著 者は之れがた めに以下の三Strainの 菌 を菜豆煎汁寒天に培養 して菌核の大

さ(M)を 槍するところありた り。即ち次の如 し。

今玄玄に以上 につき菌 咳の大 さ(M)の 差 と夫れのprobableerror(E)に よ り考察す るに次

の如 し。



之れ に よるに各菌の菌核の大 さの差(Mdif.)と 夫 れのprobableerror(Edif.)の 示 すが如

く,菌 核Q大 さは同 一のStrain内 の菌6號 と8號 とは相等 し く,異 るStrain間 の ものは

互に異 ることを知 る。即 ち菌 核の大 さはStrainに 特 定 の もQな ることを知 るを得。
.

の 培養基 の濃 度 と菌 核の大 小

以上の如 く麹 汁寒天 は本菌 の菌 核の特 性を最 もよく発現 し得 る培養基な りと認 むる ことを

得た り。著者 は更 に共の濃度 につ きて選 定 するところ あ りた り。之れがた めに先づ規定の麹

汁 を作 り,之 れ を100%,20%,10%,5%,2%及1,25%の 六 種 に稀訳 し,夫 々1.5%の寒天 を

カ1へて麹 汁寒天 を作 り,之 れ に菌7,8,35,43號Z)三Strainの 菌 を扁平培養 して 出來た る

菌 核につ き共 の大 さ(M)を 測 定 ぜ り。即 ち次 の如 し。

之れによるに菌 骸の大さは培養基の濃度 を減すると共に小に,終 には何れの菌 も殆んど同

一の大さに麟 す。故に菌核の大なるものは濃度による影響大に,小 なるものは比較的著しか

らざるの裡あ り。換言 すれば菌核の大なる特性の菌は濃度の高 き即 ち榮養の豊富なる場合に

於てのみ典の特性 を爽現し得るも,菌 核の小なる特性の菌は濃度の如何に關せす殆んど其の

特性を爽現 し得 るものな りと見 らる。

茲に於て榮養の豊富は菌核の大 さを増大せしむるにあらす して単に 正常に菌核の特性を爽

現せしむるもの と見 るべ く,之 れに反し榮養の減少は菌核の大さを制限する働 を有するもの

と見るを得べし。嚢に麹汁寒天上の菌核が他の培養基上の夫れに比して共の大 さの大なりし

所以は,麹 汁寒天 は榮養豊富なるにより十分菌核の特性 を発現 凄しむるを得 るに反し,他 の

培養基は寧ろ共の特性の発現 を妨げしによるものと解訳 せらる。

以上により菌核の特性 をよく発現 し得る培養基は麹汗寒天にして,而 も濃度は100%を 第

一とし尚20%は 之れに次 ぐを認めた り。 か く菌核の大 さは培養基の濃度によりて影響せら

るsも,關 係的に窺ふ ときにはStrainに 特定せるものなることを認むるを得べし。 即ち次

の如 し。



之れに よるに各菌の菌核の大 さの差(M.dif.)と 夫 れのprobableerrOr(E砒)の 示 すが如
　

く,菌 核の大 さは同一・strain内 の菌7,8號 は 相等 しく,其 の他 は互 に異 る ことを知 る。

即 ち菌 核の大 さはStrainに 特 定の ものな ることを知 るを得 。

の 培養基 の反応 と菌核の大小

次で著者 は培 養基の反応 が菌 核の大小に影響 するや 否 を槍 せん とし,前 述の如 く麹 汁寒天'

にHCI及NaOHを 加 へて共 の反応 をPH1.8,2.2,3.2,5.4,6.6,7.7,8。6,9.8の 八 種 とな し,

之 れ に菌26・27・4142號 の 三Strainを 接 種 して出來た る菌 咳につ き其 の大 さqDを 槍せ

り。即 ち次 の如 し。

今茲 に菌核の大さに野する培養基の反応 の影響を考察するに次の如 し。



之れ に よるに培養基 の各反応 に於 ける菌核の大 さの差(M.dif.)と 夫 れ のprobableerror

(E.dif.)の 示 すが如 く・菌41,42號 の菌 核の大 さは培養 基の反応 に劉 し影響少 く通 じて約同

大 に,菌26,27號 は 培養基の反応 に よりて影響せ らるSこ と大 なるを認 む。 而 して菌 核は

り

培養基D反応 が約PH5.4の 時に最も大に,之 れを距 るに從ふて小形 をとるを知れ り。 故に

菌核の大小を比較せん とせば反応 の同一なる培養基上に形成せ られた る菌核につきて行はざ

るべからす。而 して其の反応 は約PH5、4に 於て關係的に比較的 よく各菌核の特性を示すも

のL如 し。か く菌核の大 さは培養基の反応 によりて変化するとは云ひ,同 一培養基にて同一

反応にありてはStrainに 特定のものたることを知るを得べし。即ち以上の内PH3.2及5.4

の二種の反応 を有する培養基に菌26・27.41・42號 の三Strainを 培養 して出來たる菌核に

つきて槍するに次の如し。

之れに よるに各菌 の菌 核の大 さの差(M.diL)と 夫 れ のprabableerror(E.dif.)の 示 すが如 く,

培 養基 の反応 がPH3.2及5.4の 何 れ の場 合に於 て も菌41號 と42號 の菌 核の大 さは同一

に,他 は互に相異 るを知 るべ し。即 ち菌 核の大 さはStrainに 特 定の ものな ることを知 る を得。

の 温 度と菌 核の大小

著 者は温 度が菌 核の大 さに影響 あるべ きを豫 察し,先 づ規定 の麹 汁寒天 に菌6.7.31號

を扁平 培養 して之れ を25。C,300C,35。Cの 三種 の定温器に納 め,後 出來た る菌 核につ き大 さ

(M)を 測 定す るところあ りた り。即 ち次 の如 し。

今以上につき菌核の大小に対する温度の影響を考察するに次の如し。



之れによるに各温度に於 ける菌核の大さの差(Mdif・)は 菌6,7號 にありては其probable

error(Edif.)の 五倍より大な り。 即ち共の差は誤差の範囲 と認むべか らす して温度の影響

を示すものな りとす。而 して菌核の大 ざは30rcに て大に・35。C及25。Cに ありては小なり。

而 して菌核の大さは35。C及25。Cに ありては約相等 し。之れを本菌の最高温度(40。C)最 適

温度(32。C)及 最低温度(13。C)に 徴すれば・本菌の菌核の大さは最適温度に於て最 も大に,

之れ より最高及最低温度に近 くに從ひて次第に小になるを知 る。換言すれば菌核の大さは最

適温度に於て正常に発現 し得 るも,之 れを遠ざかるに從ひて次第に抑制ぜらるLも のと考へ

らる。尚菌核の大さに対する温度の影響は菌によりて夫々異 るものL如 く・菌6,7號 にあ

りては其の影響は大に,菌31號 にありては小に,其 の大さの差(Mdif.)は 誤差の範囲 を出

です。即ち温度は菌31號 にありては殆んど可検的に影響せざるもの と推定せらる。

か く菌核の大さは温度 によりて影響せ らるLと は云ひ,之 れ を同一培養基にて而 も同一温

度に保 つときはS七rainに 特定せるものなることを認め得べし。 自Pち著者は麹汁寒天に菌6,

7,31號 の二Strainの 菌 を培養し,之 れを・25。C及30。Cの 温度に保ちて出來たる菌核の大

さを楡せ り。

之れに よるに各菌 の菌 核の大 さの差(Mdif.)と 夫 れのprobab1eerror(Edif・)の 示 すが



如 く,菌6號 と菌7號 との菌核の大さは相同 じく,他 は相互 に異 るを知るべし。即ち 菌核

の大 さはStrainに 特定の ものなることを知 るを得。

ノ)菌 核の大小 と菌核のStrain

以上に於て菌核の大小は培養基の種類,濃 度,反応 及温度によりて影響せ らるべ きことを

知れ り。故に菌核菌の菌核の大小を論ぜんとせば少 くともかLる 影響 を考慮するにあらすん

ぱ正鵠を期 し得 られざるものとす。 著者は之れがた めに各地 よ り蒐集せし490riginの 菌即

ち35strainの 菌 を規定の麹汁寒天 に扁平培養 し,夫 れの反応 をPH5,4と し,之 れ を30。c

に納めて出來た る菌核につき其の大さを測定せ り。即 ち次の如 し。

TableII.

Strain Origin No.

 I

 II

 III

IV

V

VI 

VII 

VIII

IX 

x

 XI 

 XII 

XIII 

XIV 

XV 

XVI 

XVII 

XVIII

l 

{

1

1 

 2 

3 

4 

 5 

6 

 7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

31

 Size of 
Sclerotia

1.59 

1.78 

1.50 

1.80 

1.81 

1.70 

1.68 

1.79 

1.75 

1.68 

1.61 

1.61 

1.68 

1.54 

1.71 

1.47 

1.39 

1.64 

1.95 

1.89 

1.09 

1.83 

1.74 

1.73 

1.69 . 

2.08 

2.00 

1.92 

1.75 

2.98 

0.94

AV.Il1111.

1.69

1.72

1.66

1.68

1.57

1.39 

1.64

1.92 

1.60

1.78 

1.73 

1.69 

2.08 

2.00 

1.92 

1.75 

2.9E 

0.94

Locality

Japan 

(1o. 

 do. 

 do. 

 do. 

 do. 

d10. 

 do. 

d0. 

 do. 

 do. 

 do. 

 (10. 

 do. 

(1o. 

do. 

do. 

 do. 

d0. 

do. 

 do. 

 do. 

(1o. 

 do. 

  do. 

Korea 

  do. 

Japan. 

  do. 

 do. 

U.S.A.



 XIX 

 XX 

 XXI 

XXII 

XXIII 

 XX1V 

XXV 

XXVI 

XXVII 

XXVIJI {
XXIX 

XXX 

XXXI 

XXXII 

XXXIII 

XXXIV 

XXXV

32 

33 

34 

35 

36 

37 

33 

39 

40 

41 

42 

43 

44 

45 

46 

47 

48 

49

0.95 

1.17 

0.90 

2.27 

0.87 

2.68 

3.17 

0.89 

0.96 

1.15 

1.27 

0.92 

9.91 

0.95 

0.89 

0.85 

2.32 

1.67

0.95 

1.17 

0.90 

2.27 

0.87 

2.68 

3.17 

0.89 

0.96

1.21 

0.92 

0.91 

0.95 

0.89 

0.85 

2.32 

1.67

Java 

U.S.A. 

West India 

Java 

U.S.A. 

South America 

U.S.A. 

do. 

do. 

Philippines 

   do. 

   do. 

   do. 

U.S.A. 

do. 

   do. 

Japan. 

Formosa

今之れを菌の産地につ きて考察するに,北 米,比律賓,西 印度には主として小型(1.0mm内

外)の 菌核を有 する菌の 分布を見,日 本朝鮮毫灘には中型(2.0mm.内 外)の 菌核を有する

菌の分布を見 る。荷大型(3.0mm.内 外)の 菌核を有 する菌は日本・北米及南米に各一例 を

見るのみ。

5.結 論 及 摘 要

ユ.元 來菌核菌一名白絹病菌はPolyxenyの 著 しき例に屡 し,樹 未だ廣 く胞子を発見 し得

ざるを以て從來は軍に菌核の形状,大 小を以て共の特性 とせ り。 然るに菌核の形状,大 小は

外囲の状況 によ りて著 しき変化 あり。故に外囲 の状況 を無視せ し菌核の特性は殆んど価値な

きものと見 るを得べし。

著者は先づ菌核の形状,大 小に影響すべき種々の原因につきて研究 し,次 で菌核の形状大

小に影響少き状況 を槍出し,此状況 の下にて菌核を作 り,之 れによりて本菌の特性を論ぜん

とせ り。

2.先 づ菌核の形1伏につきて見 るに,inoculumの形状,大 小は菌核の形状 に全 く影響なき

も,培 養基の種類,濃 度,反応 及温度は著しき影響あり。 即 ち菌核は麹汁寒天,醤 油寒天,含

甘藷糖寒天 に於ては主 として原形をとり,肉 汗寒天THORNTON寒天,CZAPEK寒天,馬 鈴薯寒

天に於ては凡て球形をとる。尚菌核は培養基の濃度の高きときには原形に,濃 度を減するに

從ひ次第に球形に化す。叉培養墓 の反応 が約1・II.5.4の 時に最 もよく原形を現はし 之れを



遠ざかるに從ふて球形をとる。之れにより培養基は榮養の良好にして反応 の約PH5.4の 場

合にのみ菌核の原形を発現せ しめ,榮 養及反応 の不適當なるに從 ひて共の形状 を制限するも

のと考へらる。菌核は最適温度(3ifC)の 時に主 として原形をとり,之 れを遠ざかるに從ふ

て次第に球形に化す,之 れ も温度の不適が菌核の形状 を制限するを示 すものにして,菌 核は

凡て不況の状態に於ては球形をとるものと考 らる。

3.次 で菌核の大小に就て見るに,inoculumの 大小は全 く菌核の大小には影響なきも,培

養基の種類,濃 度,反応 及温度は著しき影響 を有 す。 即 ち菌核は麹汁寒天 にては大に,醤 油

寒天,含 甘蔗糖寒天,馬 鈴薯寒天,TIIORNTON寒 天之れに次ぎ,肉 汁寒天 にては最 も小なり,

且つ菌核は培養基の濃度が高 きときには大に,濃 度が減するに從ふて次第に小に,終 には何

れの菌 も約同一大さ(約0.9mm.)に帰 す。叉菌核は培養基の反応 の約PH5.4の 時に最 も大

に,之 れ を遠 ざかるに從ふて小 となる。之れ菌核は培養基の榮養の良好にして反応 の約PH

5.4の=場 合に原形をとり,榮養及反応 の不良に及ぶに從ふて次第に抑制せ られ,絡 には小にし

て常に同一大 さをとる。菌核は叉最適温度(32PC)の 時に原形 をとり之れを距 るに從ふて次

第 に制限せられて小形となる。

菌核は凡て不況の状態 に於ては何れも共の大さ小 となり,終 には約同一の大 さ(約O.9mm.)

をとるもの と考へ らる。

4,以 上の状況 が菌核の形状,大 小に及ぼす影響は菌の種類によりて一様ならす,概 して

大なる菌核を有する菌は小なる菌核を有する菌に比して其の影響を受 くること大に,叉 不正

形の菌核を有する菌は球形の菌核を有する菌に比して共の影響を受 くること大なり。

5.菌 核の形状,大 小は以上の如 く種々なる原因によりて著 しく影響せらるる も,共 の形

状及大小は夫々各Sbrainに 特定にして狸 々なる影響の下に於て よく關係的に其 の特性を証

することを得。

6・ 之れにより著者は菌夫々の特性を最 もよく発現し得べき状況,即 ち規定の麹汁寒天培

養基を作り,之 れの反応 をPH5.4と なし,之 れに490riginの 菌即 ち35Strainの 菌 を扁

平培養し,之 れ を30。Cに 保 ちて菌核を形成せしめ,其 の菌核につ き形状及大小を論ぜ り。

表1及 表2を を参照すべ し。

7・ 菌核の大小を産地につきて見るに,小 型(1.0mm内 外)の 菌核 を有する菌は北米,比

律薮・西印度 に,中 型(2.0mm内 外)の 菌核 を有する菌は日本・朝鮮,台湾 に,而 して大型

(3.0mm内 外)の 菌核を有する菌は日本,北 米及南米 に分布す。 而して菌核の形状 は産地 に

つ きては殆ん ど關係なきが如 し。
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    STUDIES ON  Sclerotium Rolfsii SACC., PART. 4. 

THE SIZE AND SHAPE OF THE SCLEROTIA AND THEIR 

REL,ATION TO THE STRAINS OF THE FUNGUS

(Resume) 

Kakugoro NAKATA

   1. Specialization of the fungus, Scierot2um Rolfsii SACC., is merely 

based upon the shape and size of its sclerotia owing to the nature of 

polyxeny of the fungus and scarceness of forming the spores. The shape 
and size of the sclerotia, however, seem to be variable through environ-

mental conditions. The present work was undertaken to specialize the 

fungus considering the effects upon the sclerotia from environmental con-

ditions. 

   2. The size and shape of the sclerotia taken as an inoculum have no 

influence upon the shape of the sclerotia formed on its subculture, while 

chemical substance, concentration, and reaction of media employed for 

culture and temperature maintained during incubation greatly control their 

shape. 

   The sclerotia reveal the real shape when the fungus cultured at optimum 

temperature (32°C.) in the media which contain an abundant quantity of 

nutrition and keep the reaction about PH 5. 4. Generally unfavorable media 

and temperature make their shape spherical. 

   3. The size of sclerotia taken as an inoculum is independent of the 

size of the sclerotia formed on its subculture, while chemical substance, 

concentration and reaction of media and also the cultural temperature for 

the fungus give an influence upon their size. The relation is the same as 

in the shape of the sclerotia. In this case it is specially noticeable that 

all forty nine cultures from different localities produce the small and the 

same sized sclerotia measuring 0. 9 mm. in diameter under the unfavorable 

media and temperature. 

   4. The grades of influences caused by environmental conditions upon 

the shape and size of the sclerotia are variable according to the strains of 

the fungus. In general they are specially remarkable to the strains charac-



terized by large or irregular  sclerotia. 
   5. However the shape and size of the sclerotia may. be influenced by 

the above conditions, it is relatively understood when cultured tinder the 

same condition that they are characteristic to the strains of the fungus. 

   6. The present writer undertook to find the best suitable condition 
in which all strains may be able to reveal their real characters distinctive 

to each other. From the result the standard Koji extract agar adjusted 

its . reaction at PH 5.4 and cultural temperature at 30°C. were decided to 
be suitable to the specialization of the fungus. In such conditions the • 
cultures of the fungus, forty nine in number have been specialized as shown 

in tables I and. II. 
' 7. Considering the origins of the cultures, fungi forming small scle-

rotia 1.0 mm. in diameter are distributed in. the United States of America, 

Philippines and West India, fungi medium, 2.0 mm. in diameter in Japan, 

Formosa and Korea, and fungi large, 3.0 mm. in diameter in Japan, the 

United States of America and South America. These distributions seem 
to have some significance upon their origins.


